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第1回学校運営協議会
６月１３日に第１回学校運営

協議会が開催されました。学校

運営協議会は、学校運営に必要

な支援に関する協議等を行う会

議です。委員の方々に授業の様

子や学校施設等を参観していた

だいたあと、協議を行いました。

校長が学校経営方針について説明し、全会一致で承認

されました。また、協議会からは「現在御船中学校は

教員未配置が４名あり、教育活動に大きな支障をきた

している。御船町教育委員会は、臨時的任用職員の確

保に尽力してほしい。」、「テニス部、男女ソフトテニス

部には合わせて９１人の部員が在籍しているが、コー

トが３面しかなく、活動が保障できていない。御船町

教育委員会は部活動の活動場所の確保並びに町民の健

康増進・維持のために御船中学校のテニスコートの拡

充または中学校近くの場所に運動公園を新設すること

を検討してほしい。」と二つの意見が出され、教育委員

会に提出されました。また、中熊博明委員長からは「自

分の中学生時代を思い出すと、今の中学生はうらやま

しい。今の取組なら必ず力がつく。今の御船中は最高

だと感じている。」などの感想も聞かれました。

職場体験学習
７月５日～７日かけて、２

年生職場体験学習を３年ぶり
に実施しました。職場体験学
習は職場での生活を体験する
ことで、望ましい職業観や勤
労観を身につけ、ふるさとで
働く方の生き方から自分の生
き方や進路について真剣に考えることを目的としていま
す。今年度は御船町と近隣の町の４９の事業所から受入
の協力をいただきました。２年生は５月から、働くこと
の意義や社会人としてのマナーについて学習したり、打
ち合わせのために事前に職場を訪問したりと準備を進め
てきました。職場体験学習初日はとても緊張した様子で
したが、事業所の皆様の温かく親切な対応のおかげで充
実した活動を行うことができました。生徒からは「働く
ことの大切さやたいへんさが身に染みてわかりました。
受け入れてくださった事業所には感謝の気持ちでいっぱ
いです。」との感想が聞かれました。

商品を陳列しています

新聞づくり講座
６月２０～２２日の三日間にわ

たって、新聞づくり講座を開催し
ました。熊本日日新聞社の記者の
方を講師にお招きし、新聞の歴史
や特徴、できるまでの工程や気を
つけていることなど、実際に新聞
づくりに携わっている方からしか
聞けない“生の声”を生徒たちに届けることができたの
ではないかと思います。生徒たちは、１０月に行われる
学級新聞コンクールに向けて、各学級で壁新聞を作成し
ていきます。今回の講座で学んだことを活かし、工夫を
凝らしたオリジナル壁新聞を作ってくれることを期待し
ています。

上益城郡中体連大会
６月２５日～２７日にかけて郡中体連大会が開催され

ました。生徒たちは御船中の代表として、精一杯競技に
臨んでいました。
《団体上位入賞》
○女子テニス：優勝 ○男子テニス：２位 ○女子バス
ケットボール：優勝 ○男子バスケットボール３位
○男子ソフトテニス：優勝 ○軟式野球：２位 ○卓球
女子団体２位 ○サッカー：３位
《個人上位入賞》（敬称略）
○柔道男子５５㎏級１位：中城夢人 ○空手男子個人形
１位：乃村風儀 ○水泳男子５０㍍自由形２位、同１０
０㍍自由形２位：麻井基利 ○水泳女子５０㍍自由形優
勝、同５０㍍平泳ぎ優勝：麻井椿峯 ○テニス男子単優
勝：加来涼馬 ２位：加来太基 ○テニス女子単優勝：
田上碧海 ２位：藤本かれん ３位：小沢綾菜 ○テニ
ス女子複３位：渡邉由奈・稙田雅 ○ソフトテニス男子
個人優勝：増永崚人・兼田凌佑 ○剣道男子個人２年の
部３位：中村蒼輔

ペアレンタルコントロールを
校長 作田潤一

中学生がSNSによるトラブルや性被害等に巻き

込まれる事件が多く起きています。これらの問

題行動に加えて、スマホを片時も放せない“ス

マホ依存症”が大きな社会問題となっています。

６月末の本校生徒の実態として、「午後１０時

～午前６時にスマホ等を使用している」生徒が

５７ .１％。「フィルタリングをかけていない」
生徒が２７ .３％います。体調不良を訴える生徒
の多くはスマホを深夜使用した睡眠不足です。

スマホを手放せない依存症も一種の病気です。

病気はなる前の予防や悪化しない為の対処が大

切です。

子どもにスマホを持たせる場合の保護者によ

る使い方の制限をペアレンタルコントロールと

も呼びます。親が子どものスマホを管理し、ま

た監視することでスマホ依存症を予防し、なお

かつ危険なリスクを減らします。

スマホ会社で多少違いますが、ペアレンタル

コントロールでは以下のようなことができます。

○スマホを使える時間を制限する

→夜8時から朝7時まで使用停止など

○勝手にアプリをダウンロードできないよう

にする

○成人向けなどの動画サイトを閲覧制限する

○年齢や学年に応じて自動的に「不適切」な

サイトやアプリをダウンロードできないよ

うにする

○子どもが見たサイトの履歴を確認できる

○勝手に課金ができないようにする

設定がまだの保護者は、子どもの自由な時間

が増える夏休みに入る前に、スマホ会社に問い

合わせをしてください。我が子を守る為に。


